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三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社: 東京都港区、代表取締役社長: 池田 雅一） コンサルティング

事業本部 サステナビリティ戦略部 シニアマネージャー 櫻井 洋介執筆の書籍「人権尊重の経営 SDGs 時代の新たな

リスクへの対応」が発行されましたので、お知らせいたします。 
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「ビジネスと人権」に対する関心の高まりとは裏腹に、日本社会において「人権」という

概念に対する関心や理解は、十分に高まっているとはいえません。そもそも「人権」と

は何か、何故企業に人権を尊重する責任が課せられるのか。その点を理解しないま

まに国連等で採択された文書の表層だけをなぞって取り組みを進めても、日本企業

が国際社会からの信頼を獲得することは困難です。そのような問題意識から、本書

は「ビジネスと人権」に関する知識を体系的かつ具体的に理解できる構成となるよう

 

【内容紹介】 

「ビジネスと人権」の問題が問われるなか、世界主要国中、日本は「人権」への理解が最も遅れている！ 
サステナビリティの時代に全ての企業が直面する課題にどう取り組むのか？ 
本書は、この問題への造詣が深い著者が、日本と海外の労働法制の違いにも触れながら、最新事例ととも

に、いま何が問われているのか、どのような対応が求められているのかをわかりやすく解説するもの。 
経営幹部はもとより、実務担当者や人事部門、サステナビリティに関心の高いビジネスパーソンにも必携の

一冊。 

努めました。「ビジネスと人権」の取り組みを進める企業の皆様にとって、本書が参考となりましたら幸いです。 



 

ており、企業向けのコンサルティング業務を数多く手掛けるほか、日本政府の「ビジネスと人権に関する行動計画」

策定支援事業の事務局を務める等、官公庁・公的機関の案件にも従事している。一橋大学院法学研究科ビジネ

スロー専攻特任准教授。社会保険労務士。 
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